
平成 11年 10月 1日

日 本 学 術 会 議

吉川弘之日本学術会議会長の

国際科学会議（ＩＣＳＵ）会長就任について

１　国際科学会議（International Council for Science；ICSU）について

(1) 1931年設立の非政府、非営利の国際学術機関。パリに事務局。

(2) 学問分野を代表する約 50の国際学術団体（国際数学連盟、国際薬理

学連合等）と約 100ケ国の国家科学アカデミー（全米科学アカデミー、

ロンドン王立協会等）などを束ねる科学者コミュニティの国際的な要。

(3) UNESCO と国際的学術の促進と発達のために密接な協力関係にあ

る他、多くの国際共同研究計画を展開。

２　日本との関わり

(1) ICSU創設以来、日本学術会議（昭和 24年（1949 年）以前は、学

術研究会議）が国家科学アカデミーとして加入。分担金世界 3位。

(2) 1963年には茅誠司会長が ICSU副会長を務めた。

３　ICSU役員改選

吉川弘之会長は、エジプト・カイロで開催された ICSU総会での９月 30

日（木）の役員選挙において、ICSU会長として選出された。任期は 3年

間（2002年 9月まで）。日本人で初めての ICSU会長となる。
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国際科学会議（ICSU）の新役員

会長 吉川弘之、日本、基礎工学

任期 3年、再選不可

次期会長 J. Lubchenco、アメリカ合衆国、海洋生物学
2001年 3月末日から任期 18ヶ月

計画・評価担当副会長 J. G. Tundisi、ブラジル、貯蔵生態学
任期 3年、再選不可

渉外担当副会長 H. Kleinkauf、ドイツ、生化学
任期 3年、再選不可

事務総長 H. Mooney、アメリカ合衆国、環境生物学
任期 3年 （H. Mooney氏は 1996年に選出）

財務役員 Y. Verhasselt、ベルギー、地理学
任期 3年 （Y. Verhasselt氏は 1996年に選出）

前会長 W. Arber、スイス、生理学
1999年 10月 1日から任期 18ヶ月 （1978年ノーベル生理学・医学賞）


